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大 会 長 大宮 裕子 ｜ 目白大学 看護学部 看護学科
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2025年３月１日 (土)
9:00 ～ 17:00
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目白大学 看護学部
〒339-8501  埼玉県 さいたま市 岩槻区 浮谷 320
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目白大学 保健医療学部
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看
護
の
力参加費 11/30まで 12/1以降

              会 員 5,000円 6,000円
            非会員 6,000円 7,000円
              学 生 1,000円
                        (大学院生除く) 

参加登録期間
2024年9月1日 (日)から

2024年11月30日(土)まで

トワイライトセミナー
17:00 ～ 19:00

演題登録期間
2024年9月1日 (日)から

2024年10月31日(木)まで

https://peatix.com/event/4061804大 会 H P



第1２回
日本ニューロサイエンス看護学会
学術集会 プログラム

２０２５年３月１日 土曜日

8:30 受付開始

9:00-9:15 開会式

9:15-9:30 会長講演
「回復過程をアシストするニューロサイエンス看護の力」

大宮 裕子 （目白大学 看護学部）

9:30-11:00 基調講演
「回復過程をアシストするICFの活用」

大川 弥生 （元 国立長寿医療研究センター研究所

生活機能賦活研究部部長）

11:05-12:05 教育講演
「福祉用具が回復過程をアシストする -基礎編-」

窪田 静 （愛媛県立医療技術大学 保健科学部）

12:10- 会員総会・休憩

13:10-13:50 口演

13:55-14:40 特別講演
「医師からみた多職種連携実践（IPW）」

佐藤 広之 （目白大学 保健医療学部）

14:45-15:25 口演

15:30-16:40 シンポジウム
(４題)

「回復過程をアシストする多職種連携実践（IPW）の必要性」

｜摂食嚥下障害看護認定看護師／慢性疾患看護専門看護師
杉山 理恵 （日本医科大学付属病院 看護部）

｜診療看護師
高橋 淳 （霞が関キャピタル株式会社
ヘルスケア事業ヘルスケア事業推進部）

｜理学療法士
大沼 亮 （目白大学 保健医療学部）

｜言語聴覚士
松本 かおり （目白大学 保健医療学部）

16:45 閉会式

トワイライトセミナー

17:00-18:00 教育セミナー1
「福祉用具が回復過程をアシストする -実践編-」

窪田 静 （愛媛県立医療技術大学 保健科学部）

18:00-19:00 教育セミナー2

「回復を促進する背面開放座位・腹臥位」

小林 由紀恵 （聖路加国際大学 看護学部）

佐藤 彰紘 （目白大学 保健医療学部）

大宮 裕子 （目白大学 看護学部）
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